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最後に第六章「胎の思想、から内丹の思想、へ一 『老子中経』 論」では， この六朝期に発展した養胎の思
想、が，宋代以降に非常に流行した長生術である内丹の源流であることを指摘する。一般に唐代に外丹(煉
丹術)のもたらした水銀中毒の災厄への反省から，外丹押ー論が体内に応用され，内丹への転換が図られた
とされているが.外丹説の影響を受ける以前に素朴な内丹術を人聞が思いついていた可能性は十分に考え
られる。複雑難解に記述された，不老不死を目指して体内で気を操作し丹を煉るという秘法・内丹は，養
胎という人聞の素朴な営みを上台にして膨らませた成仙への夢を，科学J的に理論化しているのであり.
内丹家はそれによって“生命の神秘"を手中に収めようとしたのである。
胎は，存思・意念によって創り出されたものであって，有限な肉体に対し， 永遠不滅のものと言える。
しかしそれは観念的なものではなく，常に具体的な身体感覚を伴い，自分が， 実際に身ごもっているよ
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うに感じながら.神でありまた真の口己でもある胎を守り養い，思いを臼己の内側に馳せて胎との棋合を
求めるのである。胎の思想、は中国人の生命観を解き明かす重要な鍵の一つであると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本論文は.道教における「胎」の観念、に着目し，六朝期の道教経典を主たる資料に仰ぎつつ， r胎」とい
う視点から道教教義のみならず中国人の生命観や宇宙論の解明を回指したものである。倣われる時代ti六
朝期が中心ではあるが，先秦・漢と宋以降も視野に収められている。以下，審査の結果の要旨を，本論文
の論述に沿いつつ略述する。
第-.章では，中国人は早くからブラックボックスとしての母胎内における胎児の生育状態に関心を抱い
てきたが，それらを踏まえながらも道教徒は独自の懐胎十月観を育んできたとする。その実例として著者
は，六割期の道典 円台精中記経』 を取り上げ.そこに，もうー度自己を胎児の状態に戻し，人為的に受
胎をやり直すことによって不死の自己を再創造してゆくという思想が見られることを指摘する。こうした
人為的な受胎のやり直しを起点に宋以降の内丹説に至る道教の展開を辿って行こうとする著者の立場は，
もうひとつの道教史を発掘したものとして注固に値する。
第二車ーでは，人間に避けられぬ死をもたらし不老不死を阻むものは，胞胎時に全ての人間の体内に牛.じ
る「結」であり，その「結」を解く(解結)ことによって神仙に写る道が拓かれるが， そのための技法が
l存思|という -種のイメージトレーニングであったとする。論述にやや明解さを欠くのを憾みとするが，
しかし， 1解結jの問題が「胎Jの思慢と絡めてまとまった形で提起されたことの意義は決して小さくはな
し、。
第二掌では，道教では母胎だけでなく天界(雨宮)や冥界や山にも「胎」の概念、が拡大され，いわば身
体化されていたとした上で，特にその「南宵」という場において「解結Jを終えた「胎」が新たに不死の
「胎」へ煉り直されると考えられていたことを指摘する。 r南宮jについては，従来言及はされてきたが，
本論文のように「胎」の思;恨の文脈の中で論じられたことはない。
第四章「日月論」では，太陽と月に関わる様々な養生法と不死を実現するテクニックを，主として上清
派の枢要な道山である 『真浩』 を通して論述する。本章で初めて設場する体内の神・真人了ー丹は本論文
全体のキーパーソンというべき存在で，著者は白己の体内に宇まれた「胎j としてのこの人物を「もうひ
とりの自己lないし「貞の向己lと捉えるのであるが.従来殆ど取り仁げられなかったこの真人子丹のた
めに別に一章を設けるべきであったかもしれない。
第五常では， I胎;を養うための精気の供給について論じ，そのルートが飲食物のルートを下敷きにして
情想されていたことを明らかにしている。「胎食」を究極の食餌法とみなしたり，胎食=胎J白、とする捉え方
は，著者独自の大胆かっ君要な問題提起である。
第六章は，第五章までの考察を踏まえ，六朝期の道典 「老子中経』 分析を通して.内丹説がすでに六
初期に準備されていたと断定する。真人子丹(子月という名に留意)を巾事1とする六朝期の「胎」の思怨
が「内丹」へと展開して行ったとする著者の見解は充分説得的であり，本章:はみ;論文の白!日と云ってよく，
今後内丹思想の源流を論じる場合，本論文は避けては通れぬであろう。
総じて本論文は，例々の経典の成立時期や流派の区別に主力が注がれてきたわが凶の道教学界の中にあっ
て， I胎jというテーマを全面に推し立てて個々の経典を横断していったところに方法上の新しさが認めら
れる。のみならず，その i胎」というテーマに:昔けしたのは，著者の眼力の非凡さを示すものである。「解
結|や受胎のやり直しという，現代の技々から見れば荒i高無稽という他はない当時の道教徒達の思考は，
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彼らにとっては身体的な実感とある種のリアリティを伴っていたとする指摘も傾聴に値する。
全体として，論証不足や記述の生硬さが認められる部分があり，また各竜間の有機的な繋がりにもやや
問題が残るけれども，資料の博捜にもとづく数々の新知見は，それらの欠陥を補って余りある。
以上の所見により，本論文は，大阪市立大学博土(文学)の学位を授守するに値するものと認められる。
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